
資料－５

土岐川庄内川
コレカラプロジェクト
地域懇談会の実施状況



１．地域懇談会の実施状況

(1)オープンハウス(1)オープンハウス

○ 1順目を8月8日から9月14日まで流域の6つのショッピングセンターで開催
○パネルやファクトシート等による情報提供の他、アンケートによる意見募集、
プロジェクトの認知を高めるためのグッズ配布を実施

(2)市民意見交換会(2)市民意見交換会

○河川整備に関して情報やアイデア等を幅広く収集するため、第１回市民意
見交換会を9月20日(土)に多治見・市民プラザにて開催予定
○これまでに、メンバー登録者７６名、第１回参加希望者３６名
○また、事前にキーパーソンヒアリングを１２名に実施

(3)ニュースレター、意見ハガキ等(3)ニュースレター、意見ハガキ等

○土岐川庄内川コレカラプロジェクトニュースを定期的（１回/３ヶ月）に発行
中、 No.2は６月末に発行済、No.3は10月初旬に発行予定
○オープンハウス等で意見ハガキを配布
○フリーダイヤルを8月に設置



２．地域懇談会と計画全体の流れ



３．地域懇談会であつめられた意見の概要(1)

(1)計画のすすめ方に関する意見(1)計画のすすめ方に関する意見

○知りたい/知らされるべき情報に関する設問（選択式）で多かった意見

・「庄内川水系河川整備計画【直轄区間編】では何を計画するのか」

・「計画はどのように進められていくのか」

○コレカラプロジェクトへの関わり方に関する設問（選択式）で多かった意見

・「ニュースレターや町内回覧などで、計画に関する情報を知らせて欲しい」

【オープンハウスより】 ※土岐市、春日井市、守山区の結果のみ

【市民意見交換会のためのキーパーソンヒアリングより】
○計画のすすめ方に関する主な意見

・「すでに内部的に計画が固まっていて、形式的に市民が参加するようでは意味がない」

・「市民間の連携に関しては、市民が主体となって進めていきたい」

＜意見のポイント＞

⇒ 何のために整備計画を策定し、何が整備計画の内容として定められるのか？

⇒ 市民が計画づくりに、いつ、どのような方法で関わることができるのか？

⇒ 市民の意見がどのように計画に反映されるのか？



４．地域懇談会であつめられた意見の概要(2)

(2)土岐川庄内川への満足度や現状認識に関する意見(2)土岐川庄内川への満足度や現状認識に関する意見

【オープンハウスより】 ※土岐市、春日井市、守山区の結果のみ

○水害の経験者の多くは、洪水に対して不安を抱いている

○河川を利用している人が比較的多い土岐市、守山区では、「河川敷が利
用しやすい」、「川の水はきれいになった」と思っている人が多い

○一方、河川を利用している人が比較的少ない春日井市では、「動植物が
生息可能な環境である」と思っている人が多い

○整備の優先順位は、「水質の改善」や「治水」が高い

(3) 「土岐川庄内川らしさ」に関する意見 （キーワードを分類、整理）(3) 「土岐川庄内川らしさ」に関する意見 （キーワードを分類、整理）

【オープンハウスより】 ※土岐市、春日井市、守山区の結果のみ

○上流域（土岐市のみ）では、多くの人が「遊べる川」、「生き物がたくさん
いる川」、「自然や緑が豊かな川」を連想

○中流域では、多くの人が「遊べる川」、「きれいな川」、 「生き物がたくさ
んいる川」を連想



５．流域住民からあつめられた意見の活用方針

(1)流域委員会における意見の活用(1)流域委員会における意見の活用

○流域委員会に地域懇談会の意見を報告

○流域委員会の求めに応じて、特定のテーマに関して意見照会するなど、
地域懇談会を活用

(2)把握した意見の活用方針(2)把握した意見の活用方針

○計画のすすめ方への意見
⇒ 計画の目的や内容ならびに、計画への市民の関わり方やタイミング、意見反映の
仕方などを、より分かりやすくするための前提条件

○満足度や現状認識への意見
⇒ 整備の目標を検討する上での基礎情報として活用

○「土岐川庄内川らしさ」への意見
⇒ 課題への取組みの方針を検討する上での基礎情報として活用

○即地的な意見（大切に思うこと、懸念すること）
⇒ 現地情報として、計画の課題や具体的な整備メニューに反映



◆オープンハウスの実施概要１
１．情報の提示 ２．意見聴取

３．グッズ配布 ４．災害対策車両展示

土岐川庄内川に関する現状や課題、土岐川庄内川コレカラ
プロジェクトについての情報をパネルで展示し、資料配付

流域住民の意見や地元情報を得るために、航空写真を使っ
たステッカーアンケートや、選択式のアンケートを実施

土岐川庄内川コレカラプロジェクトの認知度を高めるため
に、オリジナルグッズを配布

河川に対する興味・関心を持ってもらうために、災害対策
車両を展示



◆オープンハウスの実施概要２



◆オープンハウスの実績１
●配布物

未実施約50約30約40約60

港区西区多治見市守山区春日井市

回収（合計）：約210部

約30

未実施約660約540約480約480

港区西区多治見市守山区春日井市

回収（合計）：約2300部

約140

土岐市

ステッカー

アンケート

土岐市

アンケート

配布（合計）：約4200個グッズ（缶バッジ）

●その他

・土岐市長、春日井市長、多治見市長が、各市でのオープンハウス

会場を視察

・住民参加での川づくりに広く理解を求めた



◆オープンハウスの実績２
●８月９日（日）塚本保夫土岐市長来場

・バローグループ 三起屋百貨店



◆オープンハウスの実績３
●８月１４日（木）鵜飼一郎春日井市長来場

・高蔵寺センター サンマルシェ



◆オープンハウスの実績４
●８月３０日（土）西寺雅也多治見市長来場

・サンテラス多治見



◆アンケートの結果１
●回答者属性
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◆アンケートの結果２
●進め方へのニーズ

問９　知りたい知らされるべきだと思う情報
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問８　コレカラプロジェクトへの関わり方
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500/1098

１．ニュースレターや町内回覧で情報を知らせて欲しい

２．オープンハウスやホームページで情報を得たい

３．アンケートやハガキ、Ｅメールで意見を言いたい

４．市民意見交換会に参加して話し合いたい

５．計画の具体的な検討作業に関わりたい

６．川に関わる活動に参加したい

１．庄内川水系河川整備計画では何を計画するのか

２．どんな課題をどんな方針で解決しようとするのか

３．計画はどのように進められていくのか

４．課題解決のためにはどんな案があるのか

５．どこで、どんな情報が入手できるのか

６．いつ、どのような方法で意見が言えるのか

７．どんな形で意見が反映されるのか

※グラフは３会場（三起屋・高蔵寺サンマルシェ・ジャスコシティ守山）の合計



◆アンケートの結果３
●最近１年間の河川利用について

未

未

未
N=136

利用した
25%

その他
75%

N=475

利用した
46%その他

54%

利用した
35%

その他
65%

N=476



◆アンケートの結果４
●水害経験の有無と洪水に対する不安

未

未

未

未

未

N=136

N=43

N=472

不安だ
59%

不安でない
32%

わからない
9%

未

N=72

経験あり
15.3%

経験なし
84.7%

不安だ
69%

不安でない
26%

わからない
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28.4%
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71.6%

経験あり
28.3%

経験なし
71.7%
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4%
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31%

不安だ
65%

N=139

N=491



◆アンケートの結果５
●河川敷は利用しやすいか
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未
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◆アンケートの結果６
●動植物が生息可能な環境であるか
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◆アンケートの結果７
●川の水はきれいになったか
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◆アンケートの結果８ ※回答者は治水／河川利用／環境保全／水質の4項目に対し順位を記入

※以下集計は、1位：4点／2位：3点／3位：2点／4位：1点とし、回答者
割合を乗じて各項目の得点を算出した結果●今後の整備の優先順位

１位 水 質

２位 治 水

３位 環境保全

４位 河川利用

未

未

未

１位 水 質

２位 環境保全

３位 治 水

４位 河川利用

１位 水 質

２位 治 水

３位 環境保全

４位 河川利用



・自由記入で得た回答からキーワードを抜粋し、
カテゴリー化した後、多い順に列挙

・意見総数：657※

※３会場（三起屋・高蔵寺サンマルシェ・ジャスコシティ
守山）の合計

◆アンケートの結果９
●「土岐川・庄内川らしい」とは

主なキーワード 主なキーワード 主なキーワード

1) 遊べる川 9
花火、野球、ツクシ採

り、昔泳いだ、子供が遊

べる

1) 遊べる川 186
バーベキュー、花火、野

球、水遊び、昔泳いだ、

子供が遊べる

1)

2) 生き物が沢山いる川 6
鳥や魚がたくさんいる、

魚がいる、トキ、サギ、

吉兆の鳥

2) きれいな川 112
きれいな水、前よりきれ

い、きれいな川、清流、

もっときれいに

2)

3) 自然や緑が豊かな川 6
自然が残っている、自然

との調和、自然が多い、

木々など青々と

3) 生き物が沢山いる川 80
鮎、メダカ、水鳥、サ

ギ、魚がいる、色んな生

物が住める

3)

4) きれいな川 5
清潔な色、前よりきれ

い、水がきれい、清流に

近づいてきた

4) 自然や緑が豊かな川 65
自然が残る、自然の形を

大切に、緑と水、自然が

豊か、草木が多い

4)

5) 風景・景色が良い 3
景色が田舎の川、

広々としている

のどかな環境

5) 風景・景色が良い 52
のどか、田舎の風景

定光寺駅そばの風景

竜泉寺からの眺望

5)

5) 汚い川 3 素足で入れない 6) 汚い川 46 汚い、汚染されている 6)

5) 陶土、白い水の川 3 水が白かった 7) 水害、水難事故が多い川 43 東海豪雨、水の怖さ 7)

8) 地域の川、身近な川 2 一番身近な川、野焼き 8) 印象が薄い,興味がない 35 あまり印象がない 8)

9) 水害、水難事故が多い川 0 ー 9) 陶土、白い水の川 27 白く濁った水、白い水 9)

9) 散歩,憩い,くつろげる川 0 ー 10) 散歩,憩い,くつろげる川 26 憩いの場、散歩 10)

9) 印象が薄い,興味がない 0 ー 10) 地域の川、身近な川 26 生活に密着、学校が近い 11)

9) 庄内川緑地公園 0 ー 12) 庄内川緑地公園 11 緑地公園によく行った 12)

9) 犬の糞、ゴミが多い川 0 ー 13) 犬の糞、ゴミが多い川 8 バーベキューのゴミ 13)

その他 7
穏やか、東濃と名古屋の

掛け橋、整備の遅れ
その他 104

大きい、広い、緩やか、

名古屋の川

キーワード計 44 キーワード計 821 キーワード計

上流域（未）
※意見数34（1会場分：三起屋）

中流域
※意見数623（2会場分：高蔵寺Ｓ／Ｊ守山）

下流域（未）



大切に思うこと

懸念に思うこと●内津川合流点

◆ステッカーアンケートの結果１



●高貝用水堰・野添川合流点

大切に思うこと

懸念に思うこと

◆ステッカーアンケートの結果２
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